
（1）　第４２１号

令和２年度 学 園 祭
『震えるぞハート 燃え尽きるほどヒート 刻むぞ北陵のビート』テーマ

体育祭／９月１日㈫ 出雲ドーム　　文化祭／９月３日㈭ 本校 

体　育　祭 ポスターコンクール

体育祭Ｔシャツ

２位　３年５組（ネイビー）
３位　３年１組（アクア）

優勝１年３組
（グリーン）

文　化　祭

弁論大会最優秀賞　

　 奥井　寛太 ３-５
出南（　　 ）

最優秀賞
　 原　　舞夏（　　）3-6

斐西

優秀賞
　 祝部　　閑

最優秀賞
　 ３年５組
優秀賞
　 １年６組

（　　）3-2
出三

　

本
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
を
受

け
、
例
年
と
は
様
々
な
部
分
で

異
な
っ
た
形
の
学
園
祭
と
な
っ

た
。

　

体
育
祭
に
つ
い
て
は
初
め
て

の
ド
ー
ム
開
催
で
あ
っ
た
が
、

競
技
の
選
定
か
ら
準
備
ま
で
、

生
徒
会
を
中
心
に
意
欲
的
に
取

り
組
ん
だ
。
競
技
の
方
は
中
高

ク
ラ
ス
別
の
20
チ
ー
ム
で
競

い
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
。

　

文
化
祭
は
３
年
生
が
当
日
の

企
画
を
担
当
し
、
色
々
な
制
約

の
中
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ぞ

れ
が
工
夫
を
凝
ら
し
準
備
を
行

い
、
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
。

中
学
生
と
高
校
１
・
２
年
生
は

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
パ
ネ
ル

を
使
っ
た
人
文
字
を
作
成
し

た
。
初
め
て
の
こ
と
で
難
し
さ

も
あ
っ
た
が
、
皆
で
協
力
し
、

素
晴
ら
し
い
作
品
と
な
っ
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
で
、

苦
労
し
た
部
分
も
多
か
っ
た

が
、
縮
小
す
る
こ
と
ば
か
り
で

は
な
く
、
こ
の
よ
う
な
状
況
だ

か
ら
こ
そ
実
現
し
た
も
の
も
あ

り
、
思
い
出
に
残
る
学
園
祭
と

な
っ
た
。

令和２年９月３０日
出雲北陵中学高等学校
土江明文社　印刷

Ｎｏ.４２１

　

コ
ロ
ナ
禍
の
社
会
情
勢
の
中
で
、
本
校

は
ど
の
よ
う
に
就
職
指
導
を
行
っ
て
い
る

か
を
述
べ
て
み
ま
す
。

　

飲
食
、
ア
パ
レ
ル
、
宿
泊
業
の
業
界
を

中
心
に
厳
し
い
状
況
で
あ
る
こ
と
は
メ
デ

ィ
ア
で
も
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、

本
校
へ
の
求
人
数
は
、
昨
年
度
よ
り
若
干

減
少
し
た
程
度
で
、
世
間
で
騒
が
れ
て
い

る
ほ
ど
採
用
を
大
き
く
減
ら
し
た
事
業
所

は
そ
う
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
逆
に
出
雲

地
区
で
は
、
販
売
や
建
築
関
係
の
求
人
が

僅
か
に
増
加
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
就
職
指
導
部
で
は
、
就
職
希

望
の
３
年
生
を
対
象
に
模
擬
面
接
練
習
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
次
は
10
月
16
日
の
全

国
一
斉
の
就
職
選
考
開
始
に
向
け
、
個
々

の
面
接
練
習
の
実
施
を
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
校
と
家
庭
と
の
連
携
強
化
を
図

る
目
的
と
し
て
昨
年
度
か
ら
始
め
た
『
就

職
ノ
ー
ト
』
を
用
い
て
、
保
護
者
の
方
々

と
の
情
報
交
換
を
密
に
行
い
、
生
徒
や
保

護
者
の
方
々
の
就
職
に
関
す
る
不
安
を
少

し
で
も
取
り
除
け
る
よ
う
努
力
し
て
い
ま

す
。
就
職
活
動
を
ひ
た
む
き
行
う
生
徒
の

皆
さ
ん
と
、
熱
心
に
サ
ポ
ー
ト
を
続
け
て

就
職
活
動
の
現
況
報
告
と
そ
の
対
応

就
職
活
動
の
現
況
報
告
と
そ
の
対
応

就
職
指
導
部
長

就
職
指
導
部
長

春
日
　
啓
伸

春
日
　
啓
伸

お
ら
れ
る
保
護
者
の
方
々
を
、
本
校
の
教

職
員
一
丸
と
な
っ
て
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

　

生
徒
の
皆
さ
ん
は
、
今
自
分
が
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
を
精
一
杯
行
い
、
就
職
試

験
に
向
け
て
、
準
備
を
十
分
に
行
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

結
び
に
、
試
験
に
臨
む
皆
さ
ん
に
次
の

事
に
注
意
を
図
っ
て
く
れ
る
よ
う
お
願
い

し
て
お
き
ま
す
。

①
授
業
に
真
剣
に
臨
む
。
予
習
と
い
う
準

備
を
怠
ら
ず
に
事
に
臨
む
こ
と
は
大
切

で
す
。

②
掃
除
も
気
を
抜
か
ず
に
し
っ
か
り
取
り

組
む
。
掃
除
を
す
る
こ
と
で
、
事
に
取

り
組
む
姿
勢
が
磨
か
れ
ま
す
。

③
健
康
維
持
を
図
る
。
体
が
資
本
で
す
。

こ
の
時
期
の
病
気
や
怪
我
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

　

し
っ
か
り
準
備
し
て
お
け
ば
、
必
ず
道

は
拓
け
ま
す
。
自
信
を
持
っ
て
目
標
に
向

け
邁
進
し
よ
う
。



第４２１号　（2）

卓　

球　

部

全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会
（
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
）
島
根
県
予
選
大
会

時　

９
月
12
･
13
日　

於　

島
根
県
立
体
育
館

〈
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉

優
勝　

原
田
哲
多（
2-4 

北陵
）

２
位　

杉
浦
大
和（
1-1 

北陵
）

３
位　

佐
藤
卓
斗（
中3 

塩浜
）

※
原
田
哲
多
と
杉
浦
大
和
が
全
日
本
選
手
権
出
場
決
定

〇

大
会
総
評

　

上
位
を
独
占
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
試
合

内
容
に
は
大
き
な
課
題
を
残
し
た
。
今
後
の
練

習
で
「
心
・
技
・
体
・
智
」
の
全
て
の
面
を
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
さ
せ
、
全

日
本
選
手
権
で
上
位
進

出
で
き
る
よ
う
に
日
々

精
進
し
て
い
き
た
い
。

 

（
顧
問　

古
瀨
泰
之
）

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

令
和
２
年
度
島
根
県
高
等
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

時　

９
月
12
日
・
13
日

於　

松
江
市
営
庭
球
場

５
ペ
ア
が
新
人
戦
で
の
シ
ー
ド
権
獲
得

３
位　
神
田
好
太
郎（
2-2 

浜東
）・
岩
崎
遥
平（
1-5 

出一
）

５
位　

木
村
蔵
人（
1-3 

斐東
）・
青
木
快
生（
1-4 

出南
）

Ｂ
16　

髙
橋
拓
眞（
1-3 

久米
）・
陰
山
晃
成（
1-2 

斐西
）

Ｂ
32　

野
津
広
人（
2-3 

河南
）・
日
野
椋
太（
2-4 

出三
）

　
　
　

川
角
悠
太（
1-1 

大社
）・
江
角
虎
哲（
1-4 

河南
）

〇

大
会
総
評

　

新
チ
ー
ム
で
の
初
め
て
の
公
式
戦
で
あ
っ
た
。

多
く
の
課
題
が
見
つ
か
っ
た
の
で
、
新
人
戦
に

向
け
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。

 

（
顧
問　

佐
々
木
雄
志
）

野　

球　

部

島
根
県
高
等
学
校
秋
季
高
校
野
球
大
会
島
根
県
大
会

時　

９
月
15
日　
　

於　

松
江
市
営
球
場

２
回
戦

本
校　

２
０
２
０
０
１
０
０
０　

５

平
田　

１
１
１
０
０
１
３
２
×　

９

〇

大
会
総
評

　

新
チ
ー
ム
と
な
り
、
初
め
て
の
公
式
戦
と
な

っ
た
。
中
国
大
会
出
場
を
目
指
し
て
チ
ー
ム
一

丸
と
な
っ
て
戦
っ
た
が
、
終
盤
に
力
尽
き
て
し

ま
っ
た
。
こ
れ
か
ら
先
、
冬
を
越
え
て
一
段
と

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
た
姿
を
見
せ
て
も
ら
い
た
い
。

応
援
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

（
顧
問　

陶
山
浩
史
）

テ

ニ

ス

部

島
根
県
テ
ニ
ス
新
人
大
会時　

９
月
19
・
20
日

於　

石
見
海
浜
公
園

ダ
ブ
ル
ス
３
位
入
賞
、シ
ン
グ
ル
ス
ベ
ス
ト
８
に
二
人

〈
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉

ベ
ス
ト
８　

橋
本
脩
平（
2-1 

河南
）

　
　
　
　
　

石
川
泰
丞（
1-2 

北陵
）

〈
男
子
ダ
ブ
ル
ス
〉

３
位　

橋
本
・
石
川

○

大
会
総
評

　

１
週
間
前
の
練

習
試
合
を
教
訓
に
、

選
手
が
よ
く
頑
張

っ
て
く
れ
、い
い
テ

ニ
ス
を
し
て
く
れ

た
。こ
れ
に
満
足
せ

ず
、
さ
ら
に
進
化
さ
せ
て
欲
し
い
。
今
大
会
も

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
、
無
観
客

で
の
開
催
で
あ
っ
た
。 
（
顧
問　

石
川
剛
旦
）

陸
上
競
技
部

第
66
回
島
根
県
高
校
新
人
陸
上
競
技
大
会

時　

９
月
19
・
20
日

於　

益
田　
　
　
　

800
ｍ　
　
　
　

６
位　

水　

歩
夢（
2-1 

平田
）

三
段
跳　
　
　

５
位　

柳
谷
怜
映（
2-2 

東出雲
）

２
年
100
ｍ　
　

６
位　

小
片
祐
希（
2-3 

平田
）

400
ｍ
Ｈ　
　
　

５
位　

永
岡
歩
望（
2-4 

北陵
）

男
子
400
ｍ
Ｒ　

７
位

　

柳
谷
・
田
中　

陸（
1-2 

向陽
）・
永
岡
・
小
片

〇

大
会
総
評

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
開
催
も
危
ぶ
ま
れ
て
い
た

が
、
役
員
と
選
手
の
徹
底
し
た
体
調
管
理
と
三

密
回
避
を
考
慮
し
た
運
営
の
も
と
、
本
校
の
選

手
も
無
事
参
加
で
き
た
の
は
何
よ
り
嬉
し
い
こ

と
だ
っ
た
。
今
年
は
競
技
場
で
の
練
習
が
限
ら

れ
不
安
も
あ
っ
た
が
、
リ
レ
ー
が
予
選
を
通
過

優勝した原田選手

し
て
７
位
に
入
賞
し
た
こ
と
で
チ
ー
ム
の
雰
囲

気
も
一
気
に
良
く
な
っ
た
。
ま
た
、
自
己
記
録

更
新
者
数
も
昨
年
以
上
出
る
な
ど
、
来
季
が
楽

し
み
に
な
っ
て
き
た
。

　

遠
方
ま
で
応
援
に
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
っ
た

保
護
者
の
皆
さ
ん
に
は
感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯

で
す
。
今
後
も
日
々
の
練
習
を
大
切
に
頑
張
っ

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

（
顧
問　

別
所
美
喜
子
）

第
５９
回
島
根
県
高
等
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

第
５９
回
島
根
県
高
等
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

時　

９
月
15
日　
　

於　

島
根
県
民
会
館

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
生
徒
た
ち
は
万
全
と
い
え

る
準
備
は
出
来
な
か
っ
た
が
、
精
一
杯
の
努
力

を
し
て
本
大
会
に
臨
ん
だ
。
本
校
か
ら
は
ピ
ア

ノ
部
門
へ
２
名
、
声
楽
部
門
へ
８
名
、
木
管
楽

器
部
門
へ
８
名
、
金
管
楽
器
部
門
へ
５
名
、
弦

楽
器
部
門
へ
１
名
の
計
24
名
が
参
加
し
た
。
参

加
生
徒
は
北
陵
高
校
生
ら
し
い
素
晴
ら
し
い
演

奏
を
披
露
し
、
結
果
は
以
下
の
通
り
と
な
っ
た
。

○

声
楽
部
門　

２
位　
杉
森
さ
く
ら（
2-6 

浜山
）

　
　
　
　
　
　

３
位　

伊
原
弦
希（
3-6 

斐西
）

○

木
管
部
門　

１
位　

田
島
陽
菜（
3-5 

華陽
）

　
　
　
　
　
　

３
位　

島
袋　

茜（
2-6 

美東
）

○

金
管
部
門　

１
位　
川
口
莉
乃
香（
3-6 

黒瀬
）

　
　
　
　
　
　

３
位　

東　

奈
優（
2-6 

美東
）

○

弦
楽
部
門　

１
位　

中
林
桃
子（
1-6 

北陵
）

　

そ
の
他
、
各
部
門
で
多
く
の
生
徒
が
金
賞
を

受
賞
し
た
。
本
年
も
本
校
が
多
数
上
位
入
賞
を

果
た
す
こ
と
が
出
来
た
。
こ
れ
も
偏
に
、
日
頃

か
ら
ご
指
導
い
た
だ
い
て
い
る
音
楽
コ
ー
ス
の

先
生
方
、
応
援
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
地
域
の

皆
様
、
保
護
者
の
皆
様
の
お
陰
で
あ
り
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。
今
後
も
変
わ
ら
ず
精
進
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
支
援

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

写　

真　

部

第
27
回
全
国
高
等
学
校
写
真
選
手
権
「
写
真
甲
子
園
2020
」

 

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
審
査
会

ブ
ロ
ッ
ク
賞
受
賞
！
全
国
ベ
ス
ト
32
入
り
！

　

今
年
は
全
て
ウ
ェ
ブ
で
審
査
と
レ
ビ
ュ
ー
が

行
わ
れ
た
。
本
校
は
力
及
ば
ず
、
中
国
ブ
ロ
ッ

ク
代
表
校
に
は
選
ば
れ
な
か
っ
た
が
、
本
戦
出

場
チ
ー
ム
全
18
校
以
外
の
ブ
ロ
ッ
ク
決
勝
進
出

校
62
校
中
の
上
位
14
校
に
贈
ら
れ
る
「
ブ
ロ
ッ

ク
賞
」
に
選
ば
れ
、
全
国
ベ
ス
ト
32
に
入
賞
し

た
。
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
は
本
校
だ
け
が
選
ば

れ
た
。

　

今
年
度
は
主
力
と
な
る
３
年
生
の
人
数
が
２

人
だ
け
で
あ
り
、
更
に
は
臨
時
休
校
の
影
響
も

受
け
て
、
部
活
動
自
体
が
ほ
と
ん
ど
で
き
な
い

と
い
う
厳
し
い
状
況
で
あ
っ
た
。
し
か
し
部
長

の
⻆
田
翔
大（
3-1 

斐西
）
を
中
心
に
、
自
分
た
ち
が

で
き
る
こ
と
を
精
一
杯
頑
張
っ
て
い
た
。

　

本
戦
出
場
は
な
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
３
年

生
の
意
志
は
後
輩
た
ち
に
受
け
継
が
れ
て
い
く

こ
と
を
固
く
信
じ
て
い
る
。
応
援
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

（
顧
問　

村
上　

学
）

令
和
２
年
度
撮
影
技
術
大
会

史
上
初
の
完
全
リ
モ
ー
ト
開
催

　

今
年
度
の
撮
影
技
術
大
会
は
グ
ー
グ
ル
ミ
ー

ト
を
使
っ
た
完
全
リ
モ
ー
ト
開
催
と
な
っ
た
。

東
京
工
芸
大
学
の
５
人
の
先
生
方
と
参
加
校
が

リ
モ
ー
ト
で
つ
な
が
り
、
午
前
中
は
撮
影
技
術

講
習
会
、
午
後
か
ら
は
事
前
に
提
出
し
て
い
た

生
徒
た
ち
の
作
品
に
対
す
る
講
評
が
行
わ
れ
た
。

　

例
年
の
よ
う
に
集
ま
っ
て
一
緒
に
撮
影
会
を

す
る
こ
と
は
叶
わ
な
か
っ
た
が
、
講
習
会
と
講

評
会
を
通
し
て
、
様
々
な
こ
と
を
生
徒
た
ち
は

学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

次
年
度
は
本
来
の
形
で
大
会
を
開
催
で
き
る
こ

と
を
祈
念
し
て
い
る
。 

（
顧
問　

村
上　

学
）

公
開
授
業（
６
年
目
研
修
）

　

去
る
９
月
15
日
、
本
校
に
着
任
し
て
６
年
目

を
迎
え
る
鈴
木
雄
介
先
生
（
１
年
５
組　

数
学

Ａ
）、
多
々
納
厚
比
古
先
生（
１
年
１
組　

英
語

演
習
）
の
公
開
授
業
が
行

わ
れ
た
。

　

公
開
授
業
は
、
授
業

力
の
向
上
に
向
け
て
教

科
指
導
を
研
鑽
す
る
目

的
で
、
毎
年
実
施
さ
れ

て
い
る
。

　

２
名
の
両
先
生
は
緊

張
感
を
持
ち
な
が
ら
も

質
の
高
い
授
業
を
展
開

し
た
。



（3）　第４２１号

保
育
実
習

保
育
実
習

　

９
月
16
日
に
出
雲
市
内
の
幼
稚
園
で
高
校
３

年
生
普
通
コ
ー
ス
の
保
育
系
列
選
択
者
が
保
育

実
習
を
行
っ
た
。当
日
は
園
庭
で「
運
動
会
ご
っ

こ
」
を
行
い
、
綱
引
き
や
玉
入
れ
、
リ
レ
ー
な

ど
の
活
動
を
通
し
て
、
幼
児
と
の
か
か
わ
り
方

や
心
身
の
発
達
に
つ
い
て
学
ん
だ
。
ま
た
、
生

徒
た
ち
が
練
習
し
て
き
た
劇
や
歌
、
ダ
ン
ス
の

発
表
を
さ
せ
て
い
た
だ

く
な
ど
、
貴
重
な
体
験

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
防
止
対
策
な
ど
、

様
々
な
配
慮
を
し
て
い

た
だ
き
な
が
ら
無
事
に

実
習
を
終
え
る
こ
と
が

で
き
た
。
お
世
話
に
な

っ
た
幼
稚
園
の
皆
様
に
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

第
51
回 

全
国
高
等
学
校
家
庭
科
食
物
調
理
技
術
検
定

第
51
回 

全
国
高
等
学
校
家
庭
科
食
物
調
理
技
術
検
定

時　

８
月
30
日　

於　

本
校
調
理
室

〈
１
級
合
格
者
〉　

福
間　

春
佳（
3-3
向陽
）

　
　
　
　
　
　
　

布
野
可
菜
美（
3-3
出二
）

〈
２
級
合
格
者
〉　

藤
原　

香
織（
2-3
大社
）

就
職
試
験
に
向
け
た
面
接
直
前
指
導

就
職
試
験
に
向
け
た
面
接
直
前
指
導

就
職
面
接
指
導
始
ま
る

　

９
月
８
日
㈫
〜
11
日
㈮
の
日
程
で
、
今
年
度

２
回
目
の
就
職
面
接
指
導
が
行
わ
れ
た
。
３
年

生
就
職
希
望
者
は
受
験

企
業
も
決
め
、本
番
を
想

定
し
な
が
ら
行
っ
た
。

　

緊
張
し
て
う
ま
く
話

せ
な
い
生
徒
も
い
た
が
、

こ
の
面
接
指
導
を
生
か

し
、し
っ
か
り
と
準
備
を

し
て
本
番
を
迎
え
て
欲

し
い
と
思
う
。

保育実習の様子就職面接指導の様子

第
2
回 

合
同
道
徳

第
2
回 

合
同
道
徳

時　
　

９
月
14
日　
　

於　
　

北
陵
ホ
ー
ル
他

講
師　

水
谷
厚
志
校
長

　

９
月
14
日
７
限
に
水

谷
厚
志
校
長
に
よ
る
合

同
道
徳
が
行
わ
れ
た
。

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
の

キ
ャ
ス
ト
の
方
々
の
体

験
談
を
も
と
に
「
忘
己

利
他
」
の
精
神
に
つ

い
て
ご
講
話
い
た
だ
き
、

人
の
た
め
に
な
る
こ
と
・
人
に
喜
ん
で
も
ら
え

る
こ
と
を
進
ん
で
行
っ
て
い
き
た
い
と
、
改
め

て
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

【
生
徒
の
感
想
】

　

今
日
、
お
話
を
聞
い
て
大
切
だ
と
思
う
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
ま
ず
デ
ィ
ズ
ニ
ー

ラ
ン
ド
で
の
出
来
事
で
は
、
相
手
に
対
す
る
気

遣
い
や
相
手
に
喜
ん
で
も
ら
お
う
と
い
う
気
持

ち
が
あ
っ
た
の
で
喜
ん
で
も
ら
え
た
り
、
満
足

し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
私

は
こ
れ
か
ら
自
分
に
で
き
る
精
一
杯
の
こ
と
を

し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
次
に
易
し
い
仕
事
は

相
手
に
与
え
て
、
難
し
い
仕
事
は
自
分
で
や
る

と
い
う
こ
と
が
心
に
残
り
ま
し
た
。
今
振
り
返

っ
て
み
る
と
、
今
ま
で
易
し

い
こ
と
は
自
分
で
や
り
、
難

し
い
こ
と
は
相
手
に
任
せ
て

い
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
は
自
分
か
ら
難
し
い
こ
と

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

私
は
こ
の
２
つ
の
こ
と
を

実
践
す
る
た
め
に
、
今
日
校

長
先
生
が
お
話
し
さ
れ
た
こ
と
を
忘
れ
ず
に
過

ご
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

黒
田
花
音（
中1
国富
）

出
雲
科
学
館　

理
科
学
習

出
雲
科
学
館　

理
科
学
習

９
月
15
日
㈫
、
出
雲
科
学
館
に
お
い
て
「
科

学
技
術
の
発
展
」
の
テ
ー
マ
で
理
科
学
習
が
実

施
さ
れ
、
中
学
３
年
生
は
出
雲
科
学
館
で
受
け

る
最
後
の
機
会
だ
っ
た
。

　

１
時
間
目
は
新
技
術
の
例
と
し
て
、
酸
化
チ

タ
ン
に
よ
る
光
触
媒
の
効
果
に
よ
り
油
汚
れ
が

分
解
さ
れ
る
様
子
や-196℃

に
冷
却
し
た
超

電
導
物
質
に
ネ
オ
ジ
ム
磁
石
を
近
づ
け
る
と
磁

石
が
浮
遊
す
る
様
子
を
モ
ニ
タ
ー
で
見
た
り
、

そ
れ
を
応
用
し
た
リ
ニ
ア
新
幹
線
は
日
本
の
誇

る
べ
き
技
術
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
学
ん
だ
。

　

２
・
３
時
間
目
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
ロ

ボ
ッ
ト
制
御
の
実
習
に
取
り
組
ん
だ
。
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
ロ
ボ
ッ
ト
の
動
き
を
相
互
に
確
認
し
な

が
ら
、
与
え
ら
れ
た
課
題
や
発
展
課
題
の
解
決

に
取
り
組
む
と
共
に
、
最
先
端
の
ロ
ボ
ッ
ト
も

使
用
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
同
様
に
莫
大
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
よ
っ
て
動
い
て
い
る
こ
と
を
学
ん
だ
。

　

最
後
に
最
先
端
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発
の
現
状
と

方
向
性
、
私
た
ち
の
生
活
と
の
関
わ
り
方
な
ど

の
説
明
を
受
け
、
学
習
を
終
え
た
。

校
内
弁
論
大
会

校
内
弁
論
大
会

　

９
月
３
日
に
校
内
弁
論
大
会
が
行
わ
れ
た
。

中
学
校
で
は
、
北
陵
ホ
ー
ル
と
教
室
に
分
か
れ

て
実
施
し
た
。

　

中
学
校
か
ら
は
、
高
橋
ゆ
か
り（
中1
平田
）
と
手

錢
優
果（
中3
大社
）
が
参
加
し
た
。
高
橋
は
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
恐
ろ
し
さ
に
つ
い
て
、
手
錢
は
祖

父
に
つ
い
て
自
身
の
体
験
を
通
し
て
発
表
し
た
。

　

在
校
生
は
、
弁
士
の
発
表
に
真
剣
に
耳
を
傾

け
て
い
た
。

第
16
回
少
年
の
主
張

出
雲
市
大
会

第
16
回
少
年
の
主
張

出
雲
市
大
会

銅
賞
受
賞

銅
賞
受
賞

２
令和

年度

時　

９
月
14
日　

於　

向
陽
中
学
校

弁
士　

高
橋　

ゆ
か
り（
中1
平田
）

演
題　

ウ
イ
ル
ス
よ
り
恐
ろ
し
い
も
の

　

例
年
と
違
い
、
動
画
に
よ
る
発
表
と
な
り
、

大
会
当
日
は
各
学
校
の
校
長
先
生
方
が
出
席
さ

れ
た
。
弁
士
に
と
っ
て
は
会
場
で
発
表
す
る
緊

張
感
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
完
成
度
の
高
い
も

の
を
目
指
し
て
繰
り
返
し
撮
影
を
す
る
苦
労
が

あ
っ
た
。

　

会
場
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
、
撮
影
、
デ
ー
タ
処
理

等
で
多
く
の
先
生
方
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
学

校
代
表
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
動
画
が
完
成
し
た
。

今
回
の
発
表
を
機
に
、
こ
れ
か
ら
も
中
学
生
と

し
て
社
会
の
一
員
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、
学

校
生
活
を
過
ご
し
て
欲
し
い
と
思
う
。

（
別
所
美
喜
子
）

保

育

体

験

学

習

保

育

体

験

学

習

　

９
月
17
日
、
３
年
生
は
市
内
の
２
箇
所
の
幼

稚
園
、
保
育
園
で
保
育
体
験
実
習
を
行
っ
た
。

【
生
徒
の
感
想
】

　

実
習
前
に
見
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ

で
は
あ
ま
り
よ
く
見
え
な

か
っ
た
幼
児
の
手
や
足
の

大
き
さ
な
ど
が
、実
際
に
触

れ
合
っ
て
と
て
も
小
さ
く
、

間
違
え
て
踏
ん
で
し
ま
っ

た
ら
と
て
も
危
険
だ
な
と

思
い
ま
し
た
。体
も
す
ご
く

小
さ
く
て
、
ま
だ
あ
ま
り
話
を
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
と
い
う
こ
と
も
改
め
て
分
か
り
ま
し
た
。

　

話
を
す
る
と
き
は
、
し
っ
か
り
と
自
分
が
し

ゃ
が
ま
な
い
と
伝
わ
ら
な
い
こ
と
や
聞
き
取
れ

な
い
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
、
幼
児
と
接
す
る
と

き
に
は
目
線
を
合
わ
せ
た
り
す
る
な
ど
、
相
手

の
こ
と
を
考
え
て
行
動
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と

感
じ
ま
し
た
。

篠
原
菜
甫（
中3
塩冶
）

　

家
庭
科
で
保
育
に
つ
い
て
学
ぶ
前
は
、
保
育

は
も
っ
と
単
純
な
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

で
も
映
像
を
見
る
と
、
幼
児
の
色
々
な
仕
草
に

は
き
ち
ん
と
理
由
が
あ
っ
た
り
、
年
齢
が
上
が

る
に
つ
れ
て
で
き
る
こ
と
が
増
え
た
り
と
、「
保

育
」と
い
う
も
の
の
難
し
さ
を
知
り
ま
し
た
。ま

た
、
実
際
に
幼
稚
園
に
行
か
せ
て
い
た
だ
き
幼

稚
園
の
先
生
方
を
見
て
思
っ
た
の
は
、
保
育
を

す
る
上
で
一
番
大
切
な
の
は
「
笑
顔
」
だ
と
い

う
こ
と
で
す
。
幼
稚
園
の
先
生
方
は
い
つ
も
笑

顔
で
、
そ
の
周
り
の
子
ど
も
た
ち
も
と
て
も
楽

し
そ
う
で
し
た
。
や
は
り
子
ど
も
は
、
笑
顔
で

楽
し
い
人
の
と
こ
ろ
へ
寄
っ
て
い
く
ん
だ
な
と

改
め
て
思
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
僕
も
笑
顔
で
接

し
て
み
る
と
、
子
ど
も
た
ち
が
自
分
か
ら
話
し

か
け
て
く
れ
た
り
し
ま
し
た
。
将
来
、
自
分
に

子
ど
も
が
で
き
た
と
き
に
、
今
日
の
実
習
で
学

ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

奥
田
林
太
朗（
中3
稗原
）

合同道徳授業の様子

保育体験学習の様子

中
学
校



第４２１号　（4）
　

四
月
二
十
六
日
。
史
上
初
の
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
中
止
。

　

休
校
中
、
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
た
の
は
、

ラ
ン
ニ
ン
グ
に
行
こ
う
と
し
て
い
た
時
で

し
た
。
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
向
け
て
、
体
力

の
強
化
を
日
課
と
し
て
い
た
の
で
す
。

　

一
月
に
あ
っ
た
、
全
国
選
抜
中
国
地
区

予
選
で
の
先
生
の
言
葉
が
思
い
出
さ
れ
ま

し
た
。

　
「
こ
れ
ほ
ど
に
悔
し
い
経
験
を
す
る
こ

と
は
な
い
。」

　

こ
れ
は
全
国
選
抜
ま
で
あ
と
一
勝
、
あ

と
一
本
と
い
う
と
こ
ろ
で
勝
ち
き
れ
な
か

っ
た
僕
ら
へ
の
言
葉
で
し
た
。
で
も
「
こ

れ
で
ま
だ
終
わ
り
じ
ゃ
な
い
」
先
生
は
そ

う
言
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
「
そ
う
だ
。
こ
の
経
験
を
生
か
し
て
大

本
命
で
あ
る
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
つ
な
い
で

い
け
ば
い
い
ん
だ
」

　

悔
し
さ
を
、
そ
こ
に
つ
な
げ
る
こ
と
で

な
ん
と
か
力
に
変
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
は
毎
日
の
部
活
動
も
質
が

向
上
し
て
い
き
、
全
体
の
意
識
も
高
ま
っ

て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
４
月
の
頃
に
は
、

今
年
は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
を
狙
え
る
と
こ
ろ

ま
で
き
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
と
き
の
あ

の
ニ
ュ
ー
ス
で
し
た
。

作
品
と
研
究

　

初
め
は
こ
の
状
況
に
対
す
る
不
安
や
不

満
を
ひ
た
す
ら
口
に
し
て
い
ま
し
た
。
周

り
も
同
じ
気
持
ち
で
し
た
。
た
だ
、
不
満

を
言
い
合
い
、
一
瞬
の
共
感
を
得
た
と
こ

ろ
で
何
も
事
実
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
直
視

し
づ
ら
く
な
る
一
方
で
し
た
。

　

僕
ら
は
誰
か
に
、
こ
の
気
持
ち
は
ど
こ

へ
向
け
る
べ
き
な
の
か
、
正
し
い
ベ
ク
ト

ル
の
方
向
を
教
え
て
も
ら
い
た
か
っ
た
の

で
す
。
で
も
、
世
の
中
全
体
が
混
乱
し
て

い
ま
し
た
。
選
手
は
言
葉
を
失
い
、
大
人

か
ら
は
「
今
年
の
三
年
生
は
か
わ
い
そ
う

だ
」
と
悲
観
す
る
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

僕
は
中
国
大
会
の
負
け
を
次
の
大
会
へ

の
希
望
と
し
て
、
意
識
を
強
く
持
て
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
こ
と
の
中
に

も
、
希
望
に
変
え
ら
れ
る
も
の
が
あ
っ
て

ほ
し
い
、
そ
う
願
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
頃
に
読
ん
だ
あ
る
野
球
漫
画
の

一
場
面
に
こ
ん
な
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

「
甲
子
園
な
ん
て
も
の
は
、
た
だ
の
副
賞

だ
っ
た
ん
だ
よ
な
」。
目
指
し
て
い
た
大

切
な
も
の
を
思
い
出
し
た
監
督
の
言
葉
で

し
た
。
こ
の
場
面
は
、
な
に
か
心
に
刺
さ

る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
確
か
に
イ
ン
タ

ー
ハ
イ
に
行
き
た
く
な
か
っ
た
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
、
い
や

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
を
目
指
す
過
程
の
中
で
、

僕
た
ち
は
チ
ー
ム
で
輝
こ
う
と
し
て
い
ま

し
た
。
熱
い
日
差
し
の
中
で
、
最
後
の
ポ

イ
ン
ト
が
決
ま
る
瞬
間
。
チ
ー
ム
で
得
る

勝
利
。
今
ま
で
関
わ
っ
て
く
れ
た
す
べ
て

の
人
た
ち
と
チ
ー
ム
で
あ
る
こ
と
を
実
感

す
る
日
。
目
指
し
て
き
た
そ
ん
な
瞬
間
は

今
も
鮮
明
に
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。　

　

で
も
僕
た
ち
は
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
た

め
だ
け
に
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
を
し
て
き
た
の

で
し
ょ
う
か
。
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
を
目
指
す

中
で
、
僕
た
ち
が
得
て
き
た
も
の
は
消
え

ま
せ
ん
。
そ
れ
は
技
術
的
な
こ
と
だ
け
で

は
な
く
、
心
の
姿
勢
で
す
。
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
を
す
る
こ
と
で
つ
な
が
っ
て
き
た
仲
間

た
ち
で
す
。
た
く
さ
ん
の
支
え
の
中
で
得

る
こ
と
が
で
き
て
き
た
こ
れ
ま
で
の
日
々

で
す
。

　

そ
う
思
う
と
、
気
持
ち
が
開
け
ま
し
た
。

今
は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
と
い
う
副
賞
が
な
く

な
っ
た
だ
け
な
の
で
す
。
大
き
な
副
賞
で

す
。
そ
れ
が
あ
る
こ
と
で
、
ど
こ
ま
で
で

き
る
か
試
せ
る
し
、
も
う
少
し
、
仲
間
と

の
日
々
を
続
け
ら
れ
ま
す
。
で
も
、
副
賞

が
も
ら
え
な
く
て
も
、
今
持
っ
て
い
る
も

の
を
失
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

改
め
て
周
り
を
見
渡
す
と
、
僕
ら
は
た

く
さ
ん
の
方
面
か
ら
応
援
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
身
近
な
方
々
か
ら
も
、
新
聞
や
テ
レ

ビ
の
報
道
で
も
、
政
治
の
分
野
で
も
、
僕

た
ち
高
校
三
年
生
は
エ
ー
ル
を
送
ら
れ
て

い
た
の
で
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
続
い
て
中
止
に
な
っ

た
県
総
体
に
は
、
代
替
大
会
が
計
画
さ
れ

ま
し
た
。
勝
っ
て
も
何
に
も
繋
が
ら
な
い

大
会
で
す
。
そ
れ
で
も
、
参
加
す
る
こ
と

を
決
め
る
と
周
り
は
と
て
も
応
援
し
て
く

れ
ま
し
た
。
自
分
が
動
き
出
し
て
、
改
め

て
そ
の
応
援
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

大
会
が
あ
る
こ
と
自
体
、
僕
た
ち
を
応
援

す
る
思
い
な
の
で
す
。
応
援
さ
れ
る
者
は

中
途
半
端
な
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
応
援

に
恥
じ
な
い
よ
う
、
や
り
遂
げ
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
大
会
に
臨
み
、
や
り
尽
く
す
こ

と
を
目
指
し
ま
し
た
。
例
年
な
ら
イ
ン
タ

ー
ハ
イ
出
場
権
を
と
れ
た
の
に
。
確
か
に

そ
ん
な
思
い
も
あ
り
ま
す
。
で
も
も
う
そ

れ
だ
け
に
と
ら
わ
れ
ま
せ
ん
。
僕
は
こ
の

大
会
の
一
つ
一
つ
に
懸
け
ま
し
た
。
一
つ

一
つ
が
こ
れ
ま
で
に
僕
が
得
て
き
た
も
の

で
、
そ
れ
は
プ
レ
ー
の
面
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
を
確
認
し
、
や
り
切
れ
た

か
ら
、
副
賞
が
な
く
て
も
我
慢
で
き
ま
す
。

こ
の
大
会
が
で
き
た
こ
と
、
そ
し
て
こ
こ

ま
で
つ
な
が
っ
て
き
た
た
く
さ
ん
の
こ
と

に
感
謝
し
た
い
で
す
。

　

他
の
部
を
見
て
も
、
今
年
の
三
年
生
は

一
番
応
援
さ
れ
た
世
代
だ
と
思
え
ま
し
た
。

僕
た
ち
は
不
幸
な
世
代
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

む
し
ろ
、
大
切
な
こ
と
を
確
認
で
き
た
強

さ
を
持
っ
て
い
る
世
代
で
す
。

　

前
ば
か
り
見
て
い
る
と
、
周
り
に
も
と

か
ら
あ
っ
た
も
の
が
見
え
な
く
な
り
ま
す
。

こ
の
先
に
も
こ
う
い
う
こ
と
は
き
っ
と
あ

る
で
し
ょ
う
。
一
歩
ず
つ
足
元
を
確
認
し

な
が
ら
、
先
へ
と
歩
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

今月の
 1枚
「
か
じ
」

森
山
百
合
香

（1-6）掛合

令
和
二
年
度　

学
園
祭

　

校
内
弁
論
大
会　

最
優
秀
賞

『
副
賞
』

奥
井　

寛
太（
3-5 

出南
）


